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新しい農業委員と農地利用最適化推進委員（市役所３階にて）
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　任期満了に伴う深谷市農業委員会の委員の改選が行われ、令和３年７月20日より農業
委員24名、農地利用最適化推進委員16名で新体制がスタートしました。
　また、７月20日に開催された農業委員会臨時総会において、会長に安藤已喜夫委員、
会長職務代理者に福島明委員が選出されました。
　「農業委員」は、農地等の利用の最適化の推進に関する指針の策定・変更、農地等の
権利移動の許可、農用地利用集積計画の決定等を行います。「農地利用最適化推進委員」
は農地等の利用の最適化の推進に関する指針を踏まえて農業委員と連携して、担当区域
において現場活動を行います。農地に関すること、農業経営などについては、地元の委
員に遠慮なくご相談ください。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈敬称略・議席番号順〉

新農業委員会体制決まる

木口　正彦
（内ケ島）

下田　洋子
（畠山）

大澤　慶三
（上原）

茂木　浩
（岡）

小嶋　道夫
（大谷）

江口　明
（小前田）

吉田　光雄
（高畑）

柴崎　安雄
（人見）

新井　安夫
（境）

小内　忠
（曲田）

新井美津子
（山崎）

農

業

委

員
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今井　順子
（普済寺）

坂本　清
（中瀬）

石川野理子
（中瀬）

小暮　次男
（後榛沢）

関根　滿好
（山崎）

増野　弘
（深谷・大寄）

粂原　清
（深谷・大寄）

塚原　勝美
（大塚）

宇野　正行
（北根）

田中島　隆
（藤沢）

富田千惠子
（武蔵野）

荻野　正和
（下手計）

篠原　哲男
（藤沢）

塚越　石夫
（大谷）

飯島三喜男
（新井）

農
地
利
用
最
適
化

推

進

委

員

福島　明
（原郷）

職務代理者

安藤已喜夫
（本田）

会長
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須永　政信
（岡部）

加藤　富夫
（幡羅・明戸）

根岸　英男
（岡部）

大澤　正
（藤沢）

野辺　一夫
（川本）

橋本　繁穂
（幡羅・明戸）

馬場　詔二
（川本）

鶴田　博樹
（豊里・八基）

大野　晃
（花園）

飯塚　諭
（豊里・八基）

髙荷　政行
（花園）

原口　友一
（岡部）

　

農
業
者
の
皆
様
方
に
は
、
日
頃
よ
り
農
業
委

員
会
活
動
に
関
し
、
格
別
な
る
ご
理
解
ご
協
力

を
賜
り
ま
し
て
、
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
令
和
３
年
７
月
20
日
の
臨
時
総

会
に
お
い
て
、
農
業
委
員
の
皆
様
か
ら
ご
推
挙

を
賜
り
、
引
き
続
き
会
長
に
就
任
い
た
し
ま
し

た
。
改
め
て
そ
の
職
務
の
重
さ
、
責
任
の
大
き

さ
を
痛
感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

さ
て
、
当
市
農
業
委
員
会
は
、
24
名
の
農
業

委
員
が
市
長
か
ら
任
命
さ
れ
、
ま
た
16
名
の
農

地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
農
業
委
員
会
か
ら

委
嘱
さ
れ
、
新
体
制
の
も
と
３
年
間
の
任
期

を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。
当
市
に
お
け
る

農
業
の
現
状
は
、
他
地
域
と
同
様
に
担
い
手
の

高
齢
化
や
後
継
者
不
足
、
遊
休
農
地
の
増
加
な

ど
、
様
々
な
課
題
を
抱
え
て
お
り
ま
す
。
加
え

て
、
昨
年
よ
り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る

感
染
拡
大
が
猛
威
を
振
る
い
、
一
向
に
終
息
の

兆
し
が
見
受
け
ら
れ
ず
、
先
の
見
え
な
い
状
況

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
な
か
、
新
し
い
農
業
委

員
と
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
相
互
に
機

能
・
連
携
し
、
こ
の
困
難
な
状
況
を
克
服
し
て

い
け
る
よ
う
精
一
杯
努
め
て
い
く
所
存
で
あ
り

ま
す
。

　

皆
様
方
の
よ
り
一
層
の
ご
理
解
、
ご
支
援
を

賜
り
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。 新

会
長
就
任
あ
い
さ
つ

会
長　

安あ
ん

藤ど
う　

已み

喜き

夫お
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ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
の
農
作
業
後
、
田
や
畑
か
ら

公
道
に
出
る
際
に
は
、
機
械
に
つ
い
た
泥
な
ど
を

落
と
し
て
か
ら
走
行
す
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

道
路
に
落
ち
た
泥
の
か
た
ま
り
は
、
歩
行
者
、
自

転
車
、
バ
イ
ク
、
自
動
車
な
ど
の
通
行
の
妨
げ
に

な
り
、
大
変
危
険
で
す
。

　

交
通
安
全
と
環
境
美
化
の
た
め
、
道
路
に
泥
を

落
と
さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
や
む
を
得
ず
、

落
と
し
て
し
ま
っ
た
場
合
に
は
、
速
や
か
に
泥
の

撤
去
・
清
掃
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ　

農
業
振
興
課　

農
業
政
策
係

　
　
　
　
　
　

☎
５
７
７
ー
３
２
９
８

　

加
入
者
の
み
な
さ
ま
か
ら
お
預
か
り
し
た
保

険
料
や
国
庫
補
助
金
等
の
資
産
を
運
用
し
た

結
果
、
令
和
２
年
度
の
運
用
収
入
は
約
プ
ラ
ス

２
５
２
億
８
７
０
０
万
円
、
収
益
率
は
プ
ラ
ス

10
・
82
％
、
時
価
総
額
は
約
２
６
０
４
億
円
と
な

り
ま
し
た
。（
※
直
近
10
年
間
の
運
用
利
回
り
の

平
均
は
、
年
率
４
・
54
％
で
す
。
な
お
、
新
制
度

発
足
以
降
の
19
年
間
の
運
用
利
回
り
の
平
均
は
、

年
率
２
・
97
％
で
す
。）

　

農
業
者
年
金
基
金
の
運
用
に
つ
い
て
は
、
農
林

水
産
大
臣
の
認
可
を
得
て
策
定
し
た
「
年
金
給
付

等
準
備
金
運
用
の
基
本
方
針
」
に
基
づ
い
て
行
っ

て
お
り
ま
す
。
令
和
２
年
度
は
世
界
的
に
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
が
拡
大
す
る
な
か
、
経
済

対
策
と
し
て
の
財
政
支
出
や
緩
和
的
な
金
融
政
策

に
加
え
、
特
に
国
外
に
お
い
て
当
該
ウ
イ
ル
ス
に

対
す
る
ワ
ク
チ
ン
が
普
及
す
る
こ
と
へ
の
期
待
感

に
よ
り
、
国
内
外
の
金
利
が
上
昇
（
債
券
価
格
は

低
下
）
す
る
一
方
、
株
価
は
大
幅
に
上
昇
し
ま
し

た
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
運
用
全
体
で
は
プ
ラ

ス
（
10
・
82
％
）
の
運
用
利
回
り
と
な
り
ま
し
た
。

‒

農
業
者
年
金
広
報
誌
『
の
う
ね
ん
』
よ
り
抜
粋‒

■
加
入
に
つ
い
て
の
お
問
合
せ
は

　

�

農
業
委
員
会
事
務
局（
☎
５
７
７
ー
３
４
３
９
）

ま
た
は
最
寄
り
の
農
協
へ

　

相
続
等
に
よ
り
農
地
の
権
利
を
取
得
し
た
場
合
、

農
業
委
員
会
に
そ
の
旨
を
届
け
出
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
任
意
と
さ

れ
て
い
た
相
続
登
記
に
つ
い
て
も
申
請
が
義
務
化

さ
れ
ま
す
。（
令
和
３
年
４
月
21
日
、「
民
法
等
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
」
が
成
立
し
、
同
月
28
日

に
公
布
さ
れ
ま
し
た
。
相
続
登
記
義
務
化
関
係
の

改
正
に
つ
い
て
の
施
行
日
は
、
公
布
後
３
年
以
内

の
政
令
で
定
め
る
日
と
な
り
ま
す
。）
こ
の
改
正

に
よ
っ
て
、
不
動
産
を
取
得
し
た
相
続
人
に
対
し
、

そ
の
取
得
を
知
っ
た
日
か
ら
３
年
以
内
に
相
続
登

記
の
申
請
を
義
務
付
け
る
こ
と
と
し
、
正
当
な
理

　

令
和
４
年
１
月
１
日
か
ら
若
い
農
業
者
が
加
入

し
や
す
い
よ
う
保
険
料
が
引
き
下
げ
ら
れ
ま
す
。

35
歳
未
満
で
認
定
農
業
者
に
該
当
し
な
い
等
一
定

の
要
件
を
満
た
す
方
※
は
、
１
万
円
か
ら
（
上
限

６
万
７
千
円
、
千
円
単
位
で
選
択
で
き
ま
す
）
で

も
通
常
加
入
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。（
保
険

料
の
納
付
下
限
額
が
２
万
円
か
ら
１
万
円
に
引
き

下
げ
ら
れ
ま
す
。）

※�

保
険
料
引
き
下
げ
（
保
険
料
１
万
円
以
上
）
の

対
象
者

　

次
の
①
～
⑤
の
い
ず
れ
に
も
該
当
し
な
い
方

①　

認
定
農
業
者
か
つ
青
色
申
告
者

②　

認
定
就
農
者
か
つ
青
色
申
告
者

③　
�

①
又
②
の
者
と
家
族
経
営
協
定
を
締
結
し
経

営
に
参
画
し
て
い
る
配
偶
者
又
は
直
系
卑
属

④　

認
定
農
業
者
又
は
青
色
申
告
者

⑤　

�

①
又
は
②
以
外
の
農
業
を
営
む
者
の
直
系
卑

属
で
、
そ
の
農
業
に
常
時
従
事
す
る
後
継
者

　
（
留
意
事
項
）

　

通
常
加
入
で
２
万
円
未
満
の
保
険
料
を
選
択
し

て
い
る
方
が
、
35
歳
に
な
っ
た
又
は
認
定
農
業
者

に
な
っ
た
等
右
記
①
～
⑤
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し

た
場
合
に
は
、
通
常
加
入
の
保
険
料
を
２
万
円
以

上
に
変
更
又
は
政
策
支
援
加
入
の
手
続
き
が
必
要

と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

道
路
に
泥
を
落
と
さ
な
い
よ
う
に

注
意
し
ま
し
ょ
う

農
業
者
年
金
の
運
用
状
況
に
つ
い
て

（
令
和
２
年
度
）

相
続
登
記
の
申
請
が
義
務
化
さ
れ

ま
す

農
業
者
年
金
制
度
が
改
正
さ
れ
ま
す

由
の
な
い
申
請
漏
れ
に
対
し
て
は
過
料
の
罰
則
が

適
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
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グリーン購入法
適合印刷物です

　
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
深
谷
市
の
明
日
の
農
業

を
担
う
新
規
就
農
者
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　
シ
リ
ー
ズ
第
27
回
は
、
市
内
の
岡
部
地
区
で
営

農
さ
れ
て
い
る
法
人
で
、
そ
の
代
表
で
あ
る
松
下

和
彦
さ
ん
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

Q�
　
農
業
を
始
め
た
き
っ
か
け
や
こ
れ
ま
で
の
経

歴
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。 

A 　

実
家
が
農
業
を
営
ん
で
い
た
こ
と
も
あ
り
、

28
歳
の
時
に
両
親
の
も
と
で
就
農
し
ま
し
た
。

就
農
当
時
か
ら
生
産
販
売
だ
け
の
農
業
は
考
え

て
い
な
か
っ
た
た
め
、
将
来
は
加
工
品
の
販
売

も
手
掛
け
よ
う
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
種
を
蒔

く
と
こ
ろ
か
ら
お
客
様
の
手
に
届
く
ま
で
を
一

貫
し
て
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る
と
い
う
理
念
の
も

と
、
平
成
28
年
７
月
に
会
社
を
設
立
し
ま
し
た
。

現
在
５
年
目
を
迎
え
て
、
従
業
員
数
は
社
員
、

パ
ー
ト
を
含
め
15
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

Q
　
現
在
主
に
何
を
生
産
し
て
い
ま
す
か
？

A 　

ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
、
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
ね
ぎ
、

に
ん
じ
ん
な
ど
を
生
産
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら

は
Ｊ
Ａ
や
レ
ス
ト
ラ
ン
等
に
卸
し
て
い
ま
す

が
、
同
時
に
加
工
品
（
ド
レ
ッ
シ
ン
グ
や
ジ
ャ

ム
な
ど
）
も
販
売
し
て
い
ま
す
。
出
荷
先
は
Ｊ

Ａ
、
道
の
駅
、
サ
ー
ビ
ス
エ
リ
ア
、
百
貨
店
等

で
、
通
販
も
行
っ
て
い
ま
す
。

Q 
　
農
業
を
行
う
う
え
で
大
変
な
こ
と
は
何
で
す

か
？

A 
　
農
業
は
、
気
候
な
ど
の
条
件
で
生
産
物
の
生

育
等
が
大
き
く
変
化
し
ま
す
。
近
年
、
温
暖
化

に
よ
る
気
候
変
化
や
ゲ
リ
ラ
豪
雨
等
に
よ
る
影

響
に
よ
り
、
昔
と
同
じ
や
り
方
で
は
安
定
し
た

生
産
が
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
生
産
時

期
を
ず
ら
す
な
ど
の
対
応
を
し
て
い
ま
す
。

Q 
　
法
人
経
営
を
し
て
い
く
う
え
で
必
要
な
こ
と

は
あ
り
ま
す
か
？

A 　

ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
が
大
事
だ
と
思
い
ま
す
。

会
社
の
色
づ
く
り
を
考
え
て
い
く
の
は
大
変
で

す
が
、
面
白
い
部
分
で
も
あ
り
ま
す
。

Q
　
趣
味
な
ど
は
あ
り
ま
す
か
？
　

A 　

趣
味
は
大
好
き
な
ゴ
ル
フ
で
す
。
ベ
ス
ト
ス

コ
ア
は
90
で
す
。

Q
　
将
来
の
夢
、
ま
た
は
目
標
は
何
で
す
か
？
　

A 　

以
前
、
海
外
（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
）
で
生
活
し

て
い
た
経
験
が
あ
り
、
そ
こ
で
得
た
価
値
観
を

活
か
す
た
め
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
と
何
か
つ
な
が

る
こ
と
が
で
き
た
ら
と
考
え
て
い
ま
す
。

Q 
　
最
後
に
、
こ
れ
か

ら
新
規
就
農
す
る
方

に
一
言
！

A 　

農
業
は
自
分
次
第

で
可
能
性
を
広
げ
ら

れ
る
分
野
だ
と
思
う

の
で
、
ぜ
ひ
、
挑
戦

し
て
も
ら
い
た
い
と

思
い
ま
す
。

最
初
か
ら
最
後
ま
で
を

　
　
　 

プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
す
る

㈱
和
ナ
チ
ュ
ラ
ル
テ
イ
ス
ト
　

㈹
松
下
　
和
彦
さ
ん
（
44
才
）

週 刊
金曜日発行
月700円

お申し込みは農業委員会へ

全
国
農
業

　
　
新
聞

　

去
る
令
和
３
年
７
月
20
日
に
開
催
さ
れ
た

臨
時
総
会
に
お
い
て
、
農
業
委
員
24
名
が
任

命
、
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
16
名
が
委

嘱
さ
れ
、
新
た
な
農
業
委
員
会
体
制
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。今
号
は
、新
体
制
と
な
っ

た
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員

の
紹
介
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

編
集
委
員
会
も
新
し
い
体
制
に
な
り
ま
し

た
が
、
皆
様
の
お
役
に
立
つ
情
報
の
発
信
に

努
め
、
親
し
ま
れ
る
〝
農
委
だ
よ
り
〟
を
お

届
け
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

農
委
だ
よ
り
編
集
委
員
会
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根
岸　

英
男

　
　
　
　
　

馬
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詔
二　
　

髙
荷　

政
行

シ
リ
ー
ズ
新
規
就
農

編
集
後
記

編
集
後
記


